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靖国神社は、沖縄戦で軍人軍属として徴用されたり戦闘に巻き込まれたりするなどして亡くなった肉親を無断で「英霊」として合祀しています。当時2歳だった子どもまでが「積極的戦闘参加者」として合祀されています。沖縄戦援護法の適用対象者には日本軍による追い出し、「強制集団死」、日本軍によるスパイ嫌疑での惨殺などの被害者が含まれています。

日本政府は援護法の適用を利用して、沖縄戦被害者を加害者である日本軍に取り込んできました。沖縄戦被害者の靖国への合祀もそれと同じ論理で援護法と連動して行われてきました。
キャンドル行動が企画する連続講座第２回は、石原昌家沖縄国際大学教授をお招きして
沖縄戦被害者の合祀問題に焦点を当て、ヤスクニの本質に迫ります。
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＜早稲田奉仕園構内図＞　                    正門
＜連続講座今後の予定＞

★ヤスクニ・キャンドル行動連続講座第３回

６月５日（金）１９時 ～２０時半 （東京ボランティア・市民活動センター）
「『軍隊のない国家』と『国家への犠牲を顕彰しない国』」
前田朗 東京造形大学教授

☆政教分離訴訟全国交流集会シンポジウム

７月２４日（金）１８時～２０時半 
(「ヤスクニ・キャンドル行動」実行委員会  協賛)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


今年も、来年もやります！

ヤスクニ・キャンドル行動連続講座 ��


第２回 �








５月１７日（日）１３：３０開場　


　　　１４：００～１６：００


講師：石原昌家　沖縄際大学教授    


場所：日本キリスト教会館


６Ｆフォークトルーム


新宿区西早稲田2丁目3-18　早稲田奉仕園内


早稲田(東京メトロ)駅３Ｂ・２番出口  徒歩約7分


参加費：５００円


問い合わせ：ヤスクニ・キャドル行動実行委員会　


� HYPERLINK "mailto:peacecandle2006@yahoo.co.jp" ��peacecandle2006@yahoo.co.jp� 03-3355-2841�





☆「平和の灯を！ヤスクニの闇へ キャンドル行動」とは？


日本（本土）、沖縄、台湾、韓国の４地域の市民が靖国問題の解決を共通の課題とし、2006年よりシンポジウム、アート展、コンサート、キャンドルデモなど多岐に渡る活動を行っています。


政教分離やA級戦犯合祀問題のみならず、旧植民地出身者の合祀問題や戦没者の顕彰など靖国神社の問題を広く取り上げ世論の喚起に努めています。





皆さまも、ぜひご賛同下さい。（一口３０００円）


郵便口座：00140-3-446364


口座名：ヤスクニキャンドル行動 内田雅敏





「２００６ 平和の灯を！ヤスクニの闇へ キャンドル行動」


 １２００人の人文字YASUKUNI  NO　（2006.8.14明治公園）
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奉仕園会館（１号館）








スコットホール





日本キリスト教会館





セミナーハウス





正門　　　＜早稲田奉仕園内拡大図＞
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「２００９ 平和の灯を！ヤスクニの闇へ 


キャンドル行動―東アジアから見たヤスクニ―」


第一部　ヤスクニ映画祭


７月２５日（土）、２６日（日）、東京田町・港勤労福祉会館（予定）


第二部　八月行動


☆国際シンポジウム


８月７日（金）18:00～20：30、　日本弁護士会館２Ｆホール「クレオ」


☆文化コンサート・証言・展示・キャンドルウオーク


８月８日（土）１4：００～１８：15上野・水上野外音楽堂


「２０１０ ヤスクニ共同行動inドイツ」


2010年1月（現在準備中）














